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◼ハザードマップ改定の概要
平成16年６月のハザードマップ策定後、富士山に関

する各種調査研究により、数々の新たな科学的知⾒が得

られた結果、現在のハザードマップの想定火⼝範囲や溶

岩流等の火山現象の想定影響範囲が拡大する可能性が明

らかになった。そのため、富士山火山防災対策協議会は

平成30年度より３ヶ年での改定を目指して、「富士山

ハザードマップ（改定版）検討委員会」を設置し、専門

的・技術的観点から詳細な検討を進めている。

改定作業では、最新の科学的知⾒に基づき「雁ノ穴火

⼝など新たな噴火⼝を含む想定火⼝範囲を設定」「溶岩

流、火砕流の噴出規模等の⾒直し」などが行われ、改定

作業2年目の令和元年度末に「小規模噴火の溶岩流」と

「火砕流」のシミュレーション結果が公表された。

さしかえ（文章
とリンクする画）

■改定の概要と中間報告の対応点

・時間の経過とともに溶岩流の影響範囲が拡⼤
・現⾏(H16)に⽐べて、細かな地形が反映され、⼀部で到達時間が早くなり、到達
距離が⻑くなる傾向となる

・現⾏(H16)に比べて、細かな地形の影響が反映され、傾斜の急な北東と南
⻄⽅向に⻑く流れ、⽕砕流の到達距離が⻑くなる傾向となる

■想定火口範囲の見直し
（平成30年度中間報告）
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